





































割を占めていることを明らかにしてきた (Lee，1968， 1979; Tanak 
































































































































































































































































































⑦ kxo回(包旦旦旦主主主)， //kane (色旦旦 retinervis)
















前のほんの 1週間ほどである。 gyu;enoは体長7-8 cmのイモムシで、































































barash i (秋) 2 -. 3月
植物が実る収穫の季節。雨は次第に少なくなり、気温が低下しは
じめる。

























2 kg.... 5 kgと少量だが安定している。根茎以外の野生食物は、雨期
に入ってからの12月以降にしか採集できない。 1990年の最初の降雨
ー 10-
は1月23日で例年より遅かったが、 12月に入って ;t00の葉や、 /000
eの実、 kxoOlの実が採集できた。
女性たちは、採集地でメ 00を満腹になるまで食べてから、残りを
キャンプに持ち帰った。収穫量は12月で l人 ・採集あたり 13.7Kgと
多く、キャンプは背菜でかなりうるおった。メ 00およひ:/gara(どち
らも旦辺旦止isp. )の採集は、 12月中旬から 1月下旬まで、約50日間
続いた。
/oooeの実とkxomの実は、 1粒が小さく 集めるのに時間がかかるの













されていた(図 4a )。パーティ ・サイズが 1人(39採集パーティ)
と2人(32採集パーティ)のものが多く、両者を合わせると全体の.





人は、 251人・録集の内の15.5% (39人 ・採集)にすぎず、 2人(2 
5.5%、64人 ・採集)、 3人 (19.1%、 48人・採集)、 4人(17.5%、
44人・採集)の集団での採集に参加することの方が多い(図 4b )。



































多かった (x2=23.78， df=2， P<0.01)。
採集に費す時間は、集団採集が単独採集より長い傾向があった


















































































































































a， 1980; Silberbauer， 1981)から、現在の 3---5日に 1回に減少
した。また、 1回あたりの採集量も以前より減少した。例えば以前





の3分の lと婦け合わせると、総採集量は最大で以前の 5分の l程
度であると推定される。
一方、笛らが好んで利用する植物の種類は以前とそれほど変わっ





















































































































































































2 )植物の状態についてG/川語では、地上部が枯れている(! kOlla: 
ha)、雨を待って発芽の準備をしている状態 (;t doma : ha)、発芽す










koi 、Acacialeuderitzi iの林を//kau (林一般も意味する)、 Acac
ia melliferaの林を//kari、Lonchocarpusnelsi i、Bosciaalbitr 
盟主主、 Khnapulchra、Terminaliasericeaなどが混在した林を/gu
iという。
4 )味覚に関する表現は他に「甘い Jあるいは「うまい J (kare)、
「まずい J (hxon)、 「にがい Jあるいは「しょっぽい J (kxau)、
「酸っぱい J (/ /kall )がある。




7 )日帰りの採集に行く ことを !on、泊まりがけの採集に行くことを
//ore:haという。








kyu: 1.._ 2月の本絡的な雨。 kyuとは雨の窓口未であり、 !gaenkura
とは雌雄のスプリングボックのことだが、ここではこの季節に見ら
れる星座名を指す。③/do:ko muka kyu :南東から来る 3月の雨。④
ー 21-
(-": 
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Be1 。 7 
Gu 35 7 2.2 
Ko 3 7 2.3 
Ka2 14 56 4.0 
陥 37 7 2.1 
Na 21 7 3.7 
Ha3 19 57 3.0 
Gk4 9 36 4.0 
Ot4 10 36 3.6 






学名 G/wi名 車問部位 観察3
Agavac凶e
Sanse'lJerJa aetllJopJca Thunb. !gui r∞t 
畑町制凶ac回e
州.arantnustnuurretJJ M閃. ョ~ore， ;tkabere leaf 。
Asclepiadaceae 
BracnysteJaa sp. / !kaya r∞t 
BracnysteJlla sp. //ao root 
BracnysteJoa sp. //ore r∞t 。
CaraJJulla knobeJii or C.Jutea N.E.Br. dada凶 st掴
BuernJopsJs decjpiens N.E.Br. / !kaya2 st四
PerguJana daeoia (Forsk.)白iov. lDur油ari leaf，st田
HapnJonacoe burkeJ N.E.Br. bi root 
事TenansscnuJtzeJ (Schl廿.)Phill. //gao 凶lb 。
卸oc抑laC回e
Strophantnus sp. ;tta凶 r∞t 
Boraginaceae 
EnretJa rJgJda (Thunb.) Druce //ga berry 
Burseraceae 
CO..Jpnora afrJcana (A. Rich.) E時1. za r∞t 。
ιangolensJs Engl. !kana root 
C. pyracanthoides E時1. /u root 
寧ι10Jlis(Oliv.) Eng1. /oro berry 
Cap問ridaceae
BoscJa albitrunca (Bruch.) Gilg and Ben. /none berry，leaf 。
C叩bretaceae
Terl1JnalJa serJcea Burch. ex DC. /ga leaf 。
C佃posilae 
寧IJeJnJalongJflora DC. //a:bcre l回f，st田 。
CUcurbi taceae 
AcantnosJCYoS nalldJnJana (Sond.) Jeffrey4 k加 fruit， seed 0 
CltrlllS lanalus (Thunb.) I1atsulDura & Nakai4 //nan fruit，seed 。
CoccJnla ren.annlJ白gn.4 /a root 。
Corallocarpus bainesii (H∞k. f.) A. Heeuse /orogu leaf，st四 。
事C.tnangularis Cogn. メdeyaメdei leaf 。
(つづく)
表2 (つづき)
学名 G/wi名 利用部位 観察
Cucullis anguria L. v訂 .longipe (H∞k. f. )A. Meeuse メnanメnarugu fruit 。
CUCU.JS kalanarJensJs A. Heeuse4 !叩le root 。
ledrostJs foetJdJssJ.a (Ja閃.)Cogn. chiunagie leaf 。
由叫0・ordJcabalsa・Jne1L. !owa;t位、i berry 
臥Jphorbiaceae
白川alocroton101/ is Klotzch 手tn臼冶忠J2 tuber 
Leguminosae 
Acacia enoloba E. Hey /パ〈訂a gum 。
A. erubescens Welw. ex Oliv. ヲtg訂e gum 。
A. f leci J J Schinz ハf釦e gum 。
A. bebeclada DC. subsp.bebeclada Ilna gum 
A. JuederJtzJJ Engl. var. JuederJzJJ !go gum 。
A. .ell ifera (V油1)Ben出. /ん附 gum 。
subsp. detinens (Burch.) Brenan 
A. nebrOfnJ J Burtt Davy Ilari gum 
Albizia anlIJel.JotIcti.A.Rich.) Brongn. kxeru gum 。
Bauninia pelersJe10a Bolle su凶p.serpaft 手tn釘l;tte bean 。
事soff.aonseggJe1burcbel 1 ij (DC.) Ben凶.ex メe:ky佃 root 。
Oliv. subsp. burcnellJJ 
* TepIJrosJa purpurea (し)Pers.subsp. leptostacIJ)'a la配ho root 
(DC.) Brum皿itvar. leploslacn)'a 
T)'losella esculenluo (Burch.) Schreiber4 loi bean.root 
Vigna oblongJ!olJa A. Rich. xane2 root 
Vigna sp. kare/azuru2 b回n
Liliaceae 
Aloe IJlloralJs Bak. メoru leaf 。
A. zebnna Bak. メoru leaf 。
/)ipcadi aarlolnlJ Engl. !g咽 2 bulb 
/). viridp (し)Hocnch !nau!kari2 bulb 
官~/)ipcadi sp. メon leaf 。
牢/)ipcadisp. Ig訂a lcaf 。
牢/)ipcadJsp. Ila:gubo 凶lb 。
Enosperlu. sp. Ilton/uru bulb 。
ledebollria apert J!lora (Bak.) Jessop gt郎、e bulb，leaf 。
(つづく)
表2 (つづき)
学名 G/wi名 利用部位 観察
ledebouria Sp.4 kyun bulb 。
ledebouna sp. //g祖a 凶lb 。
。~njtlJogaJuD Sp. 手tagu加2 r∞t 
Log加iaceae
Stryconos coccuJoJdes Bak. /d凶 fruit 
Malvaceae 
*Sjda ovata Forssk. ;thenagu berry 
Ochnaceae 。clJoapuJcora Hok. 4 !kara berry 。
Olacac回e
Ii.eoia aoencana L. /gubi予tori berry 
よ caffraSond. var. caffra ;tori berry 。
Orchidaceae 
EuJopoia oererOenSJS Schltr. !ka時四a root 
Polygonaceae 
。~ygonuÐ aJatu. Bruch. ;tnao l回f.st個 。
事O.deJagoense Kuntze gue手tnao l白f，st団 。
Portulacaceae 
牢TaJinuI arnotii H∞k. f. //gabe l飽f，st個 。
λ crjspatuJu.Dinter //gめe leaf，st個 。
T. t enu iss J .UI1 0 inter 白血;tk認可u2 l回f，st佃
Rhamnac白e
ZJZjpJJlJS .ucronata Willd. ;tk訂U berry 。
Sol釘ld.ceae
SoJanulI catoobeJense Peyr. manchu2 i回f，st個
寧S.coccineul1 匂ebera berry 
Sterculiaceae 
~ーlIe J lJan ja burcne J J i Jも)C. /korikxao root 
Terfeziaceae 
ゐrfezjaSp. 4 kuche truffle 。
Tiliaceae 
Cre'Ja aveJ Jana Hiern !時o;tturi bcrry 。
C. f Java DC.4 iα叩 bcrry 。
C. fJavescens JUS. /ore2 berry 
(つづく)
表2 (つづき)




















//k加e berry 0 
町田g//a2 berry 








tragrost1s Jeooan01ana Nees var. JeO.ann1ana !kω!kobu 小思まき
StlpagrOStlS sp. !ao 小屋茸き
Capparidaceae 
Bosc1a aJbitrunca (B町ch.)Gilg & Ben. !n∞e 薪、建材
C叩bretaceae
Ter，・1naJ1aSer1Cea Burch. ex. DC. !ga 薪、建材
Leguminosae 
Acacia erioJoba E. Mey !/kara 薪、建材
A. JuederitziJEngl. var. JUederJtzll !go 薪
A. .e J J fera (V油1)Ben山. !/k側a 薪、建材
AJblZia antoeJl1ntJCa (A.Rich.) Brongn. kxeru 薪
Loncoocarpus neJs1i (Schinz) Schinz ex Heering ! /kamtsa 建材
Tiliaceae 
CrU1a fJa'l{J DC. }α咽 建材
Ochnaceae 。'clJnapuJcora H∞k. !kara 薪、建材
* 同定は南アフリカ共和国農林省国立植物園による。
表4 各月に観察した探集パーティ
月 観察日数 採集1トティ数延べ人数 延べ人数/観察日数
7月 6 4 8 1.3 
8月 。
9月 1 12 29 2.6 
10月 14 18 36 2.6 
1月 10 12 18 1.8 
. -、 12月 8 1 48 6.0 
1月 15 21 50 3.3 
2月 13 27 62 4.8 
合計 77 105 おl 3.3 
表5 各月の各採集物の収穫量 (kg)
採築物 7月 8月 9月 10月 1月 12月 1月 2月
薪 18.9(8) 20.3(25) 19.9(34) 18.6(18) 14.1(34) 9.8(38) 13.9(55) 
草 12.5(6) 16.4(13) 13.7(13) 。 18.1 (1) 25.8 (4) 。
食物
根茎 。 3.5 (4) 4.6(10) 5.7 (7) 。 2.1 (8) 3.1(5) 
;:eonの葉 。 。 。 。 13.7(13) 3.8(17) 。
/noneの実 。 。 。 。 2.2(13) 。 。
kx叩の実 。 。 。 。 0.9(10) 0.9(12) 2.2 (8) 
//n加メロン O 。 。 。 。 9.7 (3) 9.1(40) 
kanメロン 。 。 。 。 。 9.4(19) 14.2(11) 
野草 。 。 。 。 。 1. 7 (6) 1.1 (8) 






/noneの実 集中 9.5 (9-10) 2 
手eonの葉 集中 4.0 (1-11) 8 
iα閣の実 集中 3.8 (2-11) 1 
kanメロン 集中 3.1 (2-7) 12 
草 集中 2.7 (1-6) 14 
イモムシ 集中 2.3 (1-3) 7 
-ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー --ー ・ーー ーー ーー 申ー・・ー 骨ー骨ー ーー ーー ー
担茎 分散 2.3 (ト 7) 27 
//nanメロン 分散 2.3 (1-4) 19 
薪 分散 1.6 (1-5) 43 
表7 単独採集と集団採集の主な採集物の相違
主な採築物 集団採集 単独採集 合計 χ 2 有意水準
薪 12 (23.4) く 27(15.6) 39 13.885 p<0.01 
草 12 (8.4) 〉 2 (5.6) 14 3.邸7 p<0.05 
食物 3 (25.2) > 9 (16.8) 42 6.036 p<O.05 
合計 57 38 95 
寧表中の数字は採集パーティ数を、()内の数値は期待値を表す。
付表 I C.物保集の記録
l担縄量 (同} ，γ-tィヲィ1"・一 2A・( ~ca 1 ) ・・811 島幸::1 (1) (2) (3) (~) (5) (6) (7) (8) (9) (1) (2) 
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(1) (2) (3) 
3 
400 4飽 .0 239.5 
1380 1380.0 673.2
1200 12由0.由 515.0
600 6鵠 .0 247.9 
2400 2400.0 67自.4
2書官o2000.0 485.4 
3240 3240.0 589.1 
800 8鈎 .0 120.7 
3400 3408.0 498.5 
5600 2800.0 1201.7 
3160 1580.9 558.3 
6980 3・90.0 938.7 
42喧o21飼 .0 409.4 
4600 2300.0 43宮.8
7100 3SS0.0 637.3 
9200 46自由.9 824.4 
7140 3570.0 587.2 
972由 4860.由 767.8
3200 16ω.0 239.9 
6400 3200.0 436.6 
8E日o430由.0 537.5 
4230 2115.0 210.4 
9140 4570.0 431.9 
52制 26朗 .0 226.1 
3300 1100.0 347.官
苫2840 7613.3 1522.7 
1自主自由 3433.3 624.2 
7360 2‘53.3 380.4 
12780 4260.9 638.7 
15300 5100.9 651.3 
7500 2500.0 3自6.0
8800 2933.3 234.7 
18300 4575.0 1525.0 
11520 2880.0 557.1 
5600 1866.7 231.0 
13840 346自.0 384.4 
8400 1400.0 125.8 
9000 1285.7 116.8 
15540 2599.0 477.0 
(11m". (21φ 。nの~. (3υ岡崎のX.(4)kxo・の ~.(5υ"oon メ G ン. (61kanメロン.(7) ft l;i. (81イモムシ.(9) i 
• (11パ4 ティ・ザイズ.(21l1la t!tった入駁
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事例 3は 2人でイモムシの採集、事例 4は11人で;eonの菜と kxomの実を採集、









































体においておこなわれる(Harsha 1， 1976; Lee， 1979; Tanaka 19 
80)。また、分配については、狩猟で得た肉の分配について報告さ


















されている(市川、 1982)。一方、クン ・サンにおいては、 hxaroと
呼ばれる 1対 lの個人的な親密な関係によって、物品の贈与をおこ



























































Fと、すでにCampPから分裂していた世帯人 B、Cと合併し、 CampT 
はCalllp0とCampLの間に新しいキャンプを設定した。 CampTはほぼ
東西に小屋が散らばっており、東端と西端の最も遠い小屋は約200m






キャンプ内での活動を調べるために、総計 7日間、 7:00から 19:0
0まで30分おきにキャンプ内全体を見回り、成人男性 4人(TA、KH、






























































































採集に 7回以上行った 12人(表 3)を対象に、二者間の同行示数






















































































10:14 Naが中くらいのを鋸り出す。 hが rNaよ、草を摘みに行こ
う。」と言う。











10:40 Kkが、こちらにやってくる。 hは自分が掘った分を lつに






る。今度は、 Kkが 1人残って熱心に !om/eを揺る。











































































































て家族単位で消費されると報告されている (Harshall，1976: p.97， 















nメロン(citrullus lanatu~) の果肉、粉にしたメロンの種、 kxo










採集食物、肉の 3種類にまとめ、それぞれがキャンプの r居住者 J
と「訪問者 Jに対して、また、 「男性 Jと「女性 Jに対してどのよ
うに供与されるかを分析した(表 8)。供与された食物の比率は、
居住者と訪問者の間で有意な差が見られなかった(男性 :X 2=4.95， 
df=2， n.s. ;女性 :X 2=4.23， df=2， n.s.)。一方、男性と女性の
間には明般に差があり(居住者 :X 2=12.6， df=2， p<O.Ol; 訪問者





















( tsaoo、 「乞う Jの意) Jと言ったが、 Guは「いつもいつも乞われ
るのは疲れる J と答えて分けなかった。残りの女性2人、男性 2人
については供与を受けなかった理由はわからない。















































































































事例 2 91年1月24日 Guの聞いにて








































うな手伝う行為を彼女たちはしばしば rtsawa ( tsaonの音便化) D1 



















































































親族の問でおこなわれる (Marshall， 1976， pp. 297-298; Tanaka， 
1980， pp. 95-96)。とくにクン・サンの場合、第2次分配の段階
で、まず婆の両親に、ついで自分の両親に分配しなければならない
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世帯 老年 壮年 . 青年 子供 合計
男女 男女 男女 男女
A 2 . 
B 2 4 










K . 3 3 .
L  5 5 . . 





集団 'M虫 合計(%) 柴田 却1虫 合計(%)
休憩 234 6 240(34.4) 369 19 388(33.7) 
工芸品製作 74 8 82(11. 7) 41 7 48( 4.2) 
食事 106 。 106(15.1) 162 2 164(14.3) 
諒陸 。 。 O( 0) 127 7 134(11.7) 
蝋民 43 15 58( 8.3) 73 9 82( 7.1) 
水汲み 。 3 3( 0.4) 9 19 28( 2.4) 
ヤギ管理 2( 0.3) 15 2 17( 1.5) 
狩猟 39 30 69( 9.9) 。 。 O( 0) 
採集 。 8 8( 1.1) 105 32 137(11.9) 
訪問 4 回 127(18.1) 86 47 13(11.6) 
その他 。 5 5( 0.7) 12 7 19( 1. 6) 




















































































{閑人名 Gu Ko Ka Na 旧{ Ks・Ha Da Gk Ot Nk* Kr* 
Gu ー 39.6 8.9 14.3 7.6 6.8 3.8 4.8 4.918.911.6 5.0 
Ko 2.2 8.2 3.0 2.3 6.3 2.5 2.6 5.1 15.4 。
Ka 9.4 11.1 4.0 3.1 9.5 37.5 4.5 12.5 10.5 
Na 9.6 3.1 14.3 25.0 3.6 7.1 6.3 27.3 
Kk 26.3 25.0 。4.8 7.1 11.4 2.4 
Ks(M)・ 15.2 10.5 5.3 10.5 8.7 5.6 
Ila 3.7 。。10.3 。
Da 6.3 。4.5 45.5 






個人名 単独採集 集団採集 Mann-Whitney's U 
Gu 18.2 (5) 26.0 (22) 12.5串
Ko 18.1 (9) 27.7 (19) 15* 
Ka 10.0 (2) 25.6 (5) 。串
Nk 幻.8(11) 31.1 (13) 21.5車
Na 11.5 (4) 26.4 (13) 。事




個人名問 TA HK ∞ Be Kk Ha Gu Ka Ko Na 
KM - 40.2 21.4 29.2 42.0 17.3 30.6 19.4 20.0 10.9 9.4 
TA ー 43.2 33.8 4.6 l.5 2.4 18.721.735.1 18.2 
IK 6.8 5.1 0.0 3.2 14.8 20.0 17.5 6l.9 
GO 0.0 2.0 3.5 14.8 9.1 l.4 2.5 . .....4・ーー ーーーーーーーー・ 岨・4 ・・・・・・ーー ーー，ー骨骨-、ー・ーー ー・ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーー ーー ーー・骨骨ーーー. 
Be 44.2 58.3 20.7 7.8 17.3 11.3 ' . 
Kk 35.7 10.8 8.2 . 7.1 7.1 . 
lIa ー 26.4 8.3 13.5 14.3 . 
Gu . 67.2 53.7 46.8 . 
Ka 48.6 37.3 . 



















































6.9 69 10 肉
5.1 436 86 合計
表8 Guから食物供与を受けた延べ人数
加工食品 採集食物 肉 合計
居住者京性 112 (4) 52 (0) 24 (0) 1関 (4)
男性 90 (20) 16 (0) 27 (2) 133 (22) 
- --ーーー・ ーーーーーー，ーーーー-- ・ー ・ーーーーーーーー--曹司.--事申申・ー・ー・・・ー・ーー--ー ー
訪問者女性 41 (2) 27 (0) 4 (0) 72 (2) 
男性 21 (3) 8 (0) 14 (1) 43 (4) 




加工食品 採集食物 肉 合計
女性 165 (18) 10 (21) 45 (17) 310 (56) 
男性 90 (2) 24 (0) 38 (0) 152 (2) 






対象者数 延べ人数 平均回数 延べ人数 平均回数
居住者女性 9 188 20.9 30 3.3 
男性 9 133 14.8 2 0.2 
訪問者女性 23 72 3.1 26 1.1 
男性 19 43 2.3 。 。





Ko 50 37 1.35 
Na 43 37 1.16 
Ka 38 28 1.36 
Ia 14 23 0.61 
Be 1 37 0.30 
Da 1 24 0.46 
Ot 8 24 0.33 
Gy 8 24 0.33 





TA 36 37 0.97 
NK 18 14 1. 29 
間 18 37 0.49 
∞ 17 37 0.46 
灯 14 37 0.38 
剛 13 37 0.35 
日0 10 24 0.42 
制 6 24 0.25 



































個人名 血主制限 提供・作業 報酬
10 父親 スアリングポッヲの皮1 なし
NK(Nk) スアリンク'ポックの皮l なし
TS(Mu) スアリングホ'ックの皮1 なし
IK 本人 皮なめし、裁断、縫製 -
KH(P) いとこ 縫製 なし
間 縫製 なし
表14 6a(K)の皮の'貯勢作りに関与した人々
個人名 血縁関係 提供・作業 報酬
NS いとこ スアリングポdの皮1 なし
T6 義理の兄 皮なめし、裁断、縫~ 砂糖(1Kg) 
灯 求婚者縫製 なし
river bed 
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9:40 9:50 10:00 
仁
図 7 キャンプ内でのソシオグラム
表 6より、 Kimura& Ihobe (1985)の方法により作成した。 1本線は同席示数が、 m
(21.3)からID+SD(38.7)、2本線はm+SDからm+2SD(56.2)、3本線はm+2SDより大きい
ものを示す。
( 
